
令和４年度 えびの市立上江小中学校 「学校運営協議会評価書」 自
【学校教育目標】 グローバルな視野をもち、主体的に活動するたくましい上江っ子の育成 己 外 部 評 価
【めざす児童生徒像】 ○ 礼儀正しく、元気のある子 ○ 目標をもって、自ら学ぶ子 ○ 責任をもって、確実にやり遂げる子 評 評
項目 重点目標と主な達成手段 具体的な取組と達成目標 成果と課題 ※４段階評価 価 価 コ メ ン ト

［目標］ ［具体的な取組］ ● 全体的にみると、県や市の平均な ○ 学力には個人差があるとは思
小中一貫校の特色を生かし、個に応じた 〇 小中で系統性・継続性のある教育課程の実施・充実を図る。小中 みであるが、学年によっては、平均 うが、個に対応した指導で、ど

きめ細かな指導の充実を図り、基礎･基本の 教員による乗り入れ授業を実施する。 を超えられなかった教科もあった。 の学年も更に学力を伸ばしてほ
定着を目指す。 （小→中･･音楽 数学 中→小･･家庭科 ） 〇 乗り入れ授業は計画的に実施でき しい。
［手段］ 〇 １人２回の授業研究を行い、授業の工夫改善（授業力向上)に努 た。今後も継続し、小中のスムーズ ○ 上江の風土として、学年が上
１ 小中の積極的な交流授業により、系統 める。 な連結を図りたい。 がるにつれて少しづつ学習に対
性・継続性のある教育課程の実施･充実を 〇 個に応じた指導を充実させるために、算数・数学科において、少 〇 １人２回の研究授業も実施するこ する意識が高まってくる傾向が
図る。 人数指導を実施する。また、ALT や英語支援員・学習支援員を効 とができた。異校種の授業研究でお あるかもしれない。

学力の ２ 個に応じた指導を充実させるため、指 果的に活用する。 互いに刺激を受け、日々の授業に活 ３ ３ ○ 上江地区の雰囲気は、保護者
向上 導方法の工夫や時間の確保を図る。 〇 家庭学習強化週間や家庭学習の手引きを配付し、家庭学習の充実 かされた。 が少年団等のスポーツに力を入

３ 個に応じた家庭学習の充実を図る。 を図る。（小学部のみ) ● ほとんどの学年で学力の二極化傾 れている印象。保護者も文武両
［達成目標］ 向にある。個別指導等充実させたい。 道を意識することが大切である。
〇 全国・県及び市の学力検査でそれぞれ平均点以上を目指す。 ○ 「英語表現科」の指導をとおして ○ 学習面は最初につまずくと後

社会が求める実践的な英語力の育成 になって苦労するので、低学年
に努め、英語検定に積極的に挑戦さ の頃から基礎学力を身に付けさ
せた。（５０名中、準２級５名、３ せることが大切である。
級１１名、４級９名、５級２３名取
得）

［目標］ ［具体的な取組］ ● 「自分にはよいところがある。」 ○ 本を学校から定期的に借りて
小中一貫校の特色を生かし、連続的で徹底 〇 中学部の「あいさつ運動」を通して、相手の目を見て、元気よく と肯定的に答えた児童・生徒は、そ は来るが、家では読んでいない

した指導の充実を図り、豊かな心の育成を目 あいさつすることができる児童・生徒の育成を図る。 れぞれ７割６割であった。今後も継 ようだ。
指す。 〇 読書月間・小学生への読み聞かせ・ビブリオバトルなどの活動を 続して、児童・生徒を認め、励まし、 ○ 児玉組からの図書の寄付はと

豊かな ［手段］ 通して、読書への意欲付けを行う。〔読書活動推進事業〕 自己肯定感を高めていきたい。 てもありがたい。
心の育成 １ 元気のよいあいさつの励行と、基本的 〇 「ピア・サポート活動」に関する教育活動を行い、思いやり、助 〇 読書量は、小学部・中学部ともに ３ ３ ○ 子ども達のあいさつは、他の

な生活習慣の定着を図る。 け合い、支え合う人間関係を育んでいく。 昨年以上となった。読書意欲を高め 地区と比べると、よくできてい
２ 積極的な読書活動の推進を図る。 ［達成目標］ るための手立て等工夫できた。 ると感じる。
３ 望ましい人間関係の醸成 〇 徳に関するアンケートで８割以上の児童・生徒が肯定的に回答す 〇 あいさつ運動やピア・サポート活
に努める。（ピア･サポート推進校として る。 動等今後も継続していきたい。
の積極的な取組） 〇 読書量昨年度以上。
［目標］ ［具体的な取組］ ● 学年種目によっては、県平均を上 ○ 縄跳びのことを家庭で子ども
小中一貫校の特色を生かし、体力向上プラ 〇 体力向上プランをもとに保健・体育学習の充実を図り、運動の楽 回っているが、昨年度に比べるとＤ が話題にしている。競い合う意
ンの確実な実施と生活リズムの向上を図る。 しさを味わわせるようにする。 段階やＥ段階の児童・生徒が若干増 識があるということはとても良

体力の ［手段］ 〇 合同運動会や合同ロードレース大会に向けて体力を高める意欲を 加している。 いことだと思う。
向上 １ 保健体育の授業をはじめ、体力づくり もたせる。 〇 ロードレース大会及び縄跳び運動 ○ ロードレース大会も是非、順

活動の工夫改善を図る。 〇 もぐもぐ日記(小学部)と弁当の日(中学部)を通して、食に関する に意欲的に取り組んだ児童・生徒が ３ ３ 位をつけてほしい。
２ 食育や自己管理能力の育成、立腰指導 関心を高めるとともに学級指導で食育を充実させる。 多かった。外で遊ぶ子どもたちも増 ○ 端との競争だけではなく、自
の充実を図る。 〇 授業の始まりと終わりに立腰指導を行い、立腰姿勢の習慣化を図 えている。 分が掲げた目標タイムにどれだ

３ 昼休みの外遊びや部活動を奨励する。 る。 〇 スマホ・ゲームの長時間使用や家 け迫れたかというやり方もそれ
［達成目標］ 庭での決まりなどメディア指導員の はそれでよい。
〇 体力テストで昨年度以上の結果を目指す。 講話により、家庭への啓発ができた ○ 少人数だからこそ鍛えること
〇 遅刻・欠席を減らす。 が大切である。

［目標］ ［具体的な取組］ 〇 「えびの学」の計画的な実施によ ○ どの学年も地位域の素材を生
小中一貫校の特色を生かし、地域人財の活 〇 地域学校協働活動や関係機関の外部講師を活用し、学習をより効 り、地域のよさを感じ、えびのにつ かした学習活動や地域の人材を
用や地域との連携の充実を図る。 果的・効率的に行う。 いて考えることができた。これから 生かした交流学習に取り組んで

地域に貢 ［手段］ 〇 「えびの学」を通して、えびののよさを知り、そこで働く人のや のえびのについて考えることができ いてよい。
献する人 １ 「えびの学」を充実させるとともに、 りがいや苦労を理解することで、子ども達自身の生き方を考える機 た学年もあった。
材の育成 系統的なキャリア教育の推進を図る。 会とする。 〇 地域貢献活動は実施できたが、今 ３ ４

２ 地域学校協働活動の充実を図る。 〇 児童会・生徒会活動を通して、主体的な活動を促し、達成感や成 後、児童会や生徒会が主体となった
３ 児童会活動と生徒会活動の連携・充実 就感を味わわせる。地域貢献活動を通して、地域に感謝する気持ち 活動ができるようにしていきたい。
を図る。 を高める。 〇 外部講師や関係機関の協力によ

［達成目標］ り、学習が充実した。
〇 各学年・各学部で体験学習や地域貢献活動を実施する。


